
全国健康保険協会千葉支部  
第１０5回評議会 
（平成31年4月16日開催） 

資料３ 

ジェネリック医薬品安心使用促進セミナーについて 



 平成31年3月7日に県と共催で医療関係者を対象としてセミナーを開催。 

 当日は約140名の医療関係者（薬剤師、保険者、自治体、製薬会社 等）の参加があり、会場はほぼ満席。 

 ジェネリック医薬品の使用促進に向けた取組報告（病院、薬局、製薬会社）のほか、「これからのジェネリック医薬品使

用促進に必要なこと」をテーマにパネルディスカッションを実施。 

「ジェネリック医薬品安心使用促進セミナー」開催結果 

平成31年3月9日（土）千葉日報 2面に掲載 

※千葉日報より記事の使用に関する許諾を受けています。 
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「ジェネリック医薬品安心使用促進セミナー」当日の様子 

≪開会挨拶≫ 

≪パネルディスカッション≫ ≪閉会挨拶≫ 

≪基調講演≫ 
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  ジェネリック医薬品軽減額通知は加入者（患者）様がジェネリック医薬品

に切り替える絶好の機会！ 

  千葉支部では、ジェネリック医薬品軽減額通知の送付と併せて、電車中吊り

広告をはじめとした各種広報を実施する。 

   本日お集まりの皆様に以下の取組に協力をお願いしたい。 
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・ ジェネリック医薬品軽減額通知を同時期発送（8月と2月）の実施。 

・ 軽減額通知の送付に併せた、加入者（患者）様に対するイベントや広報の一斉実施。 

・ 軽減額通知に併せて薬局や病院での積極的な声掛けの実施。 

  ⇒ これらを同時に実施することが、より効果的なジェネリック医薬品の推進につながる 

今後は、８月と２月をジェネリック医薬品 

推進月間として、オール千葉での推進を。 

セミナーにおける支部長の意見発信 
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【アンケート集計数：９９枚】 

 参加者の所属は病院（21.2％）、薬局（18.2％）、企業（17.2％）、保険者（10.1％）、県

（8.1％）、市町村（8.1％）で約83％を占める。 

 属性は病院薬剤師（23.2％）、企業職員（18.2％）、薬局薬剤師（17.2％）、行政職員

（17.2％）、保険者（9.1％）で約85％を占める。 ※薬剤師が全体の約40％ 

 開催時刻や開催時間（90分）について概ね適当との回答が大半を占めた。 

 取組報告及び基調講演については「非常に有意義」、「概ね有意義」との回答が90％超 

 パネルディスカッションについては「非常によく理解できた」が34％、「概ね理解できた」が65％となる。 

 今後のジェネリック医薬品の安心使用促進に必要なこととしては、安定供給（13.3％）、品質（添加物）

（10.4％）、患者への啓蒙（9.0％）、信頼性（8.3％）、医師による患者への説明（6.8％） 

 その他意見として 

     ・全体的に説明が駆け足になっていた。もう少し聞きたかった。 

     ・何故切り替わらないのか、もう少し掘り下げた意見を聞きたかった。 

     ・フロアからの質問（質問コーナー等）がほしかった。 

   といった意見が見られました。 

「ジェネリック医薬品安心使用促進セミナー」アンケート結果 
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「ジェネリック医薬品安心使用促進セミナー」アンケート結果② 

7.6% 

1.1% 

6.5% 

0.4% 

3.6% 

6.1% 

1.4% 

1.1% 

0.0% 

2.9% 

2.9% 

2.2% 

0.0% 5.0% 10.0%

１．病院 

２．診療所 

３．薬局 

４．他の医療 

     提供施設 

５．保険者 

６．企業 

７．団体 

８．大悪 

９．国 

１０．県 

１１．市町村 

１２．その他 

 ≪ 職 種 ≫  ≪ 所 属 ≫ 
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「ジェネリック医薬品安心使用促進セミナー」アンケート結果③ 
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「ジェネリック医薬品安心使用促進セミナー」アンケート結果④ 

非常によく理

解できた 
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 ≪パネルディスカッション≫ 

 ≪ジェネリックの更なる安心使用促進にあたって取り組むべき事項等≫ 
※最大３つまで選択 
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２０．その他 

１９．ジェネリック医薬品 

      メーカの取組 

１８．保険者の取組 

      （差額通知等） 

１７．行政の取組（処方・ 

      ルール・診療報酬改定等） 

１６．名称の整理・簡略化 

１５．AG（オーソライズド 

     ジェネリック）の普及促進 

１４．メーカーからの医療機関・ 

     薬局への周知PR 

１３．薬剤師による患者の説明 

１２．医師による患者への説明 

１１．医療機関・薬局の 

     採用・処方・調剤方針 

１０．薬価・自己負担額の調整 

９．患者への啓蒙 

７．メーカの情報公開 

（成分・使用成績等） 

６．適応 

５．安定供給 

４．信頼性 

３．安全性 

２．効果 

１．品質（添加物等） 



「ジェネリック医薬品安心使用促進セミナー」アンケート用紙 
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